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静岡県連盟定時総会 ・ 表彰式開催
日 時 ： 6月4日（日） 会 場：静岡市東部勤労者福祉センター（清水テルサ）

　６月４日（日）、静岡市東部勤労者福祉センター
（清水テルサ）において、ボーイスカウト静岡県連
盟平成２９年度定時総会及び表彰式が開催され
ました。
　表彰式では、富士章受章スカウト顕彰、日本連盟
の功労章（たか章・かっこう章）受章者の紹介、県
連盟褒章・感謝章・感謝状の表彰が行われました。
　定時総会では、川勝平太連盟長の「静岡県連
盟は、平成３３年に記念すべき創立百周年の節目
を迎える。この大きな節目に向け、活動的で自立し
たスカウトを育てるため『地域社会の発展に貢献

するスカウト運動の推進』のスローガンのもと、一丸
となって歩を進めて行こう。」とのメッセージが村
松副理事長より披露されました。続いて、塩谷立
衆議院議員（副連盟長）及び木苗直秀静岡県教
育委員会教育長からスカウト活動への激励と期
待のご祝辞を頂きました。
　議案審議は、戸田正明理事が議長に指名さ
れ、右記の議案についての審議が行われ、承認
されました。第３号議案承認後に開催された臨時
理事会で村松武博新理事長が選出され、総会で
報告されました。

出席者全員で“おきての唱和”
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日本連盟表彰（たか章）受章者

富士章受章スカウト

平成29年度　議　案
第１号議案
　平成28年度 事業報告及び承認を求める件
第２号議案
　平成28年度 収支決算報告及び承認を求める件
第３号議案
　平成29年度 理事及び監事の選任に関する件
第４号議案
　平成29年度 事業計画案及び承認を求める件
第５号議案
　平成29年度 収支予算案及び承認を求める件

報告事項
　1. 名誉役員及び県連役員の紹介
　2. 各種委員会の委員長及び委員の紹介
　3. 第２回東海４県連盟合同野営大会について
　4. 第１２回アグーナリーについて

◆スローガン
　地域社会の発展に貢献する
　　　　　　スカウト運動の推進
◆重点目標
　1. 節度ある行動と実践
　　　　　おきてを忠実に実践しよう

　2. 未来を担う指導者の育成
　　　　　ユース年代の活動に支援しよう

　3. スカウト運動の認知度を高めよう
　　　　　スカウティングの楽しさを広めよう

県連盟  年度事業方針
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平成 29 年度　静岡県連盟役員　
No. 役　 　　　　職 氏 　　　　名 備考（担当、地区等）
1 連盟長 川

か わ か つ

勝 　 平
へ い た

太
2 副連盟長 塩

し お の や

谷 　 　 立
りゅう

3 副連盟長 渡
わ た な べ

辺 　 　 周
しゅう

4 副連盟長 土
つ ち や ま

山 　 和
か ず ま さ

雅
5 理事長 村

む ら ま つ

松 　 武
た け ひ ろ

博
6 副理事長 花

は な ば た

畑 　 金
か ね み ち

亨
7 副理事長 脇

わ き さ か

坂 　 　 茂
しげる （兼）財務委員会委員長

8 業務執行理事 小
こ ば や し

林 　 　 透
とおる 県連盟コミッショナー（兼）名誉会議議長

9 業務執行理事 瀧
た き し ま

島 　 三
さ ぶ ろ う

郎 事務局長
10 業務執行理事 松

ま つ な が

永 　 伸
し ん や

弥 指導者養成委員会委員長
11 業務執行理事 川

か わ し ま

島 　 一
い ち ろ う

郎 進歩・国際委員会委員長
12 業務執行理事 西

に し む ら

村 　 清
せ い や

矢 野営・行事委員会委員長
13 業務執行理事 脇

わ き さ か

坂 　 英
え い こ

子 セーフフロムハーム・安全委員会委員長
14 業務執行理事 土

つ ち や ま

山 　 惟
ゆ い し

之 組織拡充・広報委員会委員長
15 業務執行理事 松

ま つ だ

田 　 　 茂
しげる 総務委員会委員長

16 理事 松
ま つ し た

下 　 喜
よ し ひ こ

彦 （学識経験者理事）
17 理事 戸

と だ

田 　 正
ま さ あ き

明 （学識経験者理事）
18 監事 兼

か ね こ

子 　 孝
た か ひ ろ

宏
19 監事 仲

な か だ

田 　 　 始
はじめ

20 地区代表理事 森
も り た

田 　 文
ふ み あ き

明 伊東地区
21 地区代表理事 藤

ふ じ た

田 　 和
か ず お

夫 三島地区
22 地区代表理事 田

た む ら

村 　 照
し ょ う じ

児 沼駿地区
23 地区代表理事 藤

ふ じ ま が り

曲 　 敏
と し は る

春 御殿場・小山地区
24 地区代表理事 鈴

す ず き

木 　 隆
た か は る

春 富士地区
25 地区代表理事 三

み う ら

浦 　 祥
し ょ う じ

司 富士宮地区
26 地区代表理事 畠

は た け や ま

山 　 幸
こ う き

喜 清水地区
27 地区代表理事 北

き た む ら

村 　 　 誠
まこと 静岡地区

28 地区代表理事 川
か わ む ら

村 　 　 進
すすむ 志太地区

29 地区代表理事 鈴
す ず き

木 　 隆
た か は る

春 島田地区
30 地区代表理事 村

む ら ま つ

松 　 清
せ い い ち

一 掛川・袋井地区
31 地区代表理事 鈴

す ず き

木 　 　 均
ひとし 磐田地区

32 地区代表理事 渋
し ぶ や

谷 　 茂
し げ み つ

光 浜松地区
33 地区代表理事 佐

さ と う

藤 　 　 誠
まこと 浜松東地区

34 地区代表理事 岡
お か だ

田 　 浩
こ う い ち

一 浜北・天竜地区
35 県連盟副コミッショナー 加

か と う

藤 　 公
き み ひ ろ

洋
36 県連盟副コミッショナー 丸

ま る や ま

山 　 浩
ひ ろ た か

孝
37 県連盟副コミッショナー 川

か わ む ら

村 　 悦
え つ こ

子
38 県連盟副コミッショナー 岡

お か む ら

村 　 資
と し か ず

和
39 県連盟副コミッショナー 宮

み や ざ き

崎 　 賞
よ し と

人
40 県連盟副コミッショナー 大

お お さ わ

澤 　 　 晶
あきら

41 名誉会議議員 佐
さ と う

藤 　 清
き よ こ

子 沼駿地区
42 名誉会議議員 野

の な か

中 　 　 仁
ひとし 富士宮地区

43 名誉会議議員 鈴
す ず き

木 　 邦
く に お

男 志太地区
44 名誉会議議員 柴

し ば た

田 　 伸
し ん じ

二 島田地区
45 名誉会議議員 牧

ま き の

野 　 勲
い さ お

夫 掛川・袋井地区
46 名誉会議議員 松

ま つ だ

田 　 怡
よ し お

男 浜松東地区
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平成29年度 組織拡充大会 開催

　今年度も、県連定時総会に
先立ち「組織拡充大会」が開
催され、65名が参加しました。

地区一番団顕彰
　各地区で特徴のある活動を
展開する団を顕彰しました。

伊東地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 該当なし
三島地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大仁第１団
沼駿地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 沼津第１団
御殿場・小山地区・・・・・・・・・・・・・・ 御殿場第２団
富士地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 富士第２団
富士宮地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 富士宮第９団
清水地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 清水第１９団
静岡地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 静岡第２６団

志太地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 藤枝第７団
島田地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 吉田第２団
掛川・袋井地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 該当なし
磐田地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 磐田第３団
浜松地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 浜松第１４団
浜松東地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 浜松第２４団
浜北・天竜地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 該当なし

ユニクロ難民支援衣料回収
プロジェクト

　定時総会に合わせ、各地区に衣料回収を
依頼した結果2,605着の古着が集まりました。
　各地区から、回収取り組みの報告が行わ
れ、代表スカウトが回収した古着を村松副理
事長に引き渡しました。古着は、村松副理事
長と代表スカウトにより、清水地区のユニクロ
に運ばれ、店長にお渡ししました。

新聞記事（静岡新聞）
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ボーイスカウト静岡県連盟理事長   
　　　　　　　　就任に当たって
　
　成人指導者の皆様へ
　皆様の日ごろのスカウト運動へのご奉仕に対し、心
から敬意を表し、感謝いたします。
　まず、先日の日本連盟の全国大会での奥島理事長
のことばをお伝えしたいと思います。
　開会のあいさつで登壇した奥島理事長は、「これは
非常事態宣言である」と前置きして、

　「班が消える、隊が消える、県連盟消失もあり得る。
　乗り越える方策を確立したい。
　受験や部活などの要素に押され、スカウト運動に魅力がない。
　行動が室内化し、汗と涙が見られず、理論家が育ってしまう。
　ボーイスカウトは運動であり、学問ではない。
　大学生を先頭に立てるなど、指導者の若返りが必要である。
　新しい広報のやり方を考える。
　生き残りでなく、新しいボーイスカウトを作る。」
と発言されました。
　これは、全国の、もちろん静岡県のボーイスカウトにも向けられた言葉です。
　このようなことを念頭に静岡県連盟は、総会でご承認いただいた方針に基づいて
事業を進めてまいります。
　さらに県連盟としては、
　グリーンバンク、小さな親切運動など他団体との協調・連携
　政界、経済界、行政との関係強化
　日本連盟の維持会員、県連盟の賛助会員、緑の募金などによる財政の強化
　静岡県連盟 100 周年への準備
にも取り組んでいきます。
　そして、スカウトはもちろん、指導者にも、保護者の方々にも、楽しいと思ってい
ただけるスカウト運動の推進に向け努力してまいります。
　理事長という責任をひしひしと感じながら、皆様のご協力を得てこの職を楽しいも
のにすることもスカウティングだと思っています。
　どうぞ、よろしくお願いします。

村 松 武 博
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「WB研修所・課程別研修」が開催

おつかれさまでした！
平成29年5月21日㈰ 　静岡県青少年会館

　「参加者が当該部門の隊長としての責務を果たすことが出来るように、隊運営に関す
る基礎的な方法を習得すること」を目的に、課程別研修が行われました。

● BVS課程　静岡第２回　  ５名　　　● C　S課程　 静岡第２回　　９名
● B　S課程　静岡第２回　１０名　　　● V　S課程　 静岡第１回　　４名　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《合計２８名が参加しました。》

研修には、
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たのしかったほうとうかい
富士宮地区　富士宮第 21 団　ビーバー隊　山田ふたば

　ボーイスカウトで、ほうとうかいをしました。おし
えてもらって、ながいぼうできじをのばして、ほうちょ
うできりました。おおきいおなべでゆでて、たべまし
た。おにいさん、おねえさんたちと、たいちょうさ
んがきった、おやさいが、いっぱいはいっていまし
た。きらいなねぎとしいたけがはいっていたけど、が
んばってたべまし
た。おともだちは、
たくさんおかわり
してました。おい
しかったです。お
なかいっぱいにな
りました。

川原で野外料理
浜松東地区　浜松第 11 団　ビーバー隊　平田　直暉

　5 月 21 日、あたご川でカレーを作りました。
　やさいのかわをむいて、ほごしゃの人たちに手つ
だってもらいながら小さく切りました。大きいなべ
で、コトコトにこんでみんなでたべました。とても
おいしかったので、早くたべて、１はいおかわりし
ました。
　つぎにはなは
かおるよをみん
なでうたいまし
た。そして水きり
をやりました。
　とてもたのし
い一日でした。

スカウトたのしい
浜松東地区　浜松第 6 団　ビーバー隊　橋本　尚輝

　いつもたのしいスカウト。いろんなことをたくさ
んやっています。いちばんたのしかったことは、ザ
リガニつりです。
あまりうごかさ
ないようにする
とうまくつれる
ん だ け ど、 な か
なかつれません。

スカイウォークに行ったよ！
三島地区　函南第2団　ビーバー隊　露木　翔太

　ぼくは、スカイウォークまでのハイキングにかぞく
みんなでさんかしました。
　じぶんできっぷをかってでんしゃにのってワクワク
したよ。たまちえきについたら、みしまたいしゃまで
あるいて、ぶじにつきますように！っておねがいしま
した。またそこからたくさんあるきました。とちゅう
に、おおきないしがあって、さわったらつめたくてき
もちよかったよ。おじぞうさんもいたよ、そこでみん
なでおにぎりをたべたらおいしかったです。
　スカイウォークまですごくとおくて、あしがいたく
なったよ、でも、おとうさんとおねえちゃんやみんな
がおうえんしてくれたからがんばれました。
　ついたら、おおきなつりばしがあってドキドキして
すこしこわかったです。およいでるペンギンがかわい
かったよ、ふじさんもきれいでした。かえりのつり
ばしはこわくなくなってたのしかったです。
　かえりのバスは
い も う と と い っ
しょにすわってた
のしいはなしをし
てふたりでわらっ
たよ。またみんな
でいきたいな。

だんぼーるめいろ
浜松東地区　浜松第 30 団　ビーバー隊　大北　晋作

　ぼくはだんぼーるめいろがたのしかったです。だん
ぼーるをくみたてたのがたのしかったです。がむてー
ぷをつかったのがおもしろかったです。めいろをした
のもたのしかったです。すごくおおきくてひろかった
ので、びっくりしました。
　だんぼーるは、おおきいのとちいさいのがありま

した。それでめいろをつくっ
たのがたのしかったです。ぼ
くはつくるのをてつだいまし
た。つくったばしょは、おと
ながはいれないばしょをぜん
かしょてつだいました。あそ
ぶときにいきどまりをくぐり
ました。さいごはくずしても
ちかえりました。
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　カブとボーイで 3 年前に一抱え半・高さ２３メー
トルの椎の木を切り倒しました。受けの切り取りや、
背の切り込みも、チェンソーを一人ずつ使って体験
し、隊長が準備した滑車一組・チェンブロック４台・
ワイヤー数本を組み合わせてセットして準備されて
いました。それぞれの配置された部署について、隊
長の合図どうりに最初はゆっくり、倒れ出したら手
早く引いて行きました。電線にも当たらずに思った
所に地響きを立てて倒れました。三脚を使って移動
したり、枝打ちをしたりして整理し、シイタケの木
に電気ドリルで穴をあけ菌をみんなして打ち込んだ。
　その椎の木から今年
はシイタケが沢山出たの
で、「シイタケ狩り」を
父兄と一緒になって小バ
ケツに三杯も採り、分け
合ってお土産に持ち帰り
ました。

椎の木を切り倒しました
浜松地区　湖西第 2 団　カブ隊　幸田　　匠

高草山ハイキング
志太地区　焼津第 1 団　カブ隊　見崎はるな

　今日は、三組のみんなでデンリーダーや隊長と一
しょに、高草山のふえふきだん公園まで登りました。
　途中にカブ隊の他の組をぬかしながら登りまし
た。さらにみんなで「ビーバー隊もぬかしてやるぞ」
と言って、隊長にぬかしてもいいか聞きました。そ
うしたら、先頭の隊長をぬかした人は一発ギャグを
言うことになって、おもしろかったです。登ってい
る途中にきいちごがありました。きいちごを一人で
さがしている時、仲間がたくさん手伝ってくれて、
十五個も集まってうれしかったです。それを家に持
ち帰ってジャムを作りました。こげそうになったけ
ど、水を加えたら甘ずっぱくて、とってもおいしい
ジャムになりました。
　私は今年で最後のカブ
隊なので、一つ一つの
活動を大切に、いい思い
出にしていきたいです。

新しい組でのハイキング
富士地区　富士第 6 団　カブ隊　金子　侑叶

　ボーイスカウトで、４月に新しい組になってから
初めてのハイキングを行いました。
　新しい組では、自分以外はうさぎスカウトばかり
なので、自分が組長となって歩きました。ハイキン
グの途中では、隊長からロープ結びと長さの測り方
について教えてもらいました。隊長から橋の長さを
測るように言われ、みんな思い思いのやり方で測り
ました。
　ハイキングの最後の方では足が疲れてきました
が、うさぎスカウトに負けるわけにはいかないの
で、平気な顔をして歩き続けました。しかし、ハ
イキングの最後に公園があり、隊長が組でまとまっ
て遊ぶことの一言で、いままでの疲れも忘れて
み んなと走り回
り ま し た。 新 し
い組でのハイキ
ン グ、 と て も 楽
しかったです。

　僕は１級スカウトに昇格するためのソロキャンプに
行きました。ソロキャンプでは、サイトの設営、食事
の調理などを全て自分でやらなければいけませんでし
た。まだボーイ隊に入ったばかりだったぼくはなにか
と先輩や班長に頼ってしまうことがありました。そし
てボーイ隊に入って３年の月日が過ぎ、僕は班長とな
り、下級生をまとめる立場になりました。今回のキャ
ンプでは、僕の今まで積み重ねてきたスカウト技能を
もう一度確かめる目的もありました。
　キャンプの計画においては、キャンプ地のサイト
図や食事のメニューなどを一から自分で決めて、い
かに簡単に速く正確に行動できるかを考えました。
　そしてソロキャンプ当日、計画していた時間通り
に設営が進み、食事もおいしく出来、予定していた
時間よりも早く終わらせることができました。そし
て、空いた時間で自分の自由時間も作ることができ

ソロキャンプを体験して
静岡地区　静岡第27団　ボーイ隊　宇佐美雄太
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　私はボーイスカウトで初めて魚釣りに行きました。
行くときは少し不安だったけど何匹釣れるのか楽し
みでした。初めてだったから準備を手伝ってもらい
ました。
　1 匹目の魚が釣れた時はとてもうれしかったです。
そこからもっとたくさん魚が釣れないかなと思いま
した。そして、たくさん釣れたのでボーイ隊の中で
一位になり、賞品の釣りサオセットをもらえてとて
もうれしかったです。だけどビーバー隊の子に負け
てしまったからとてもくやしかったので、次回はもっ
とがんばって団の中で総合 1 位になりたいです。

　お昼は皆が釣ったアジのからあげでした。隊長た
ちがさばく手つきがとても早くて、私も魚をさばけ
るようになりたいと思いました。あげた魚はとても

サクッとしていて美味
しかったです。賞品で
もらったサオを使って
早く釣りをしてみたい
です。

　ことしの５月は、ま夏のような日が多かったよう
に思います。寒いころよりも日がずいぶんのびたの
で、いろいろな活動ができたし、わくわくする一日
をすごすことができました。
　午前中、田んぼや竹やぶのある川ぞいの道をミニ・
ハイキングしたあと、飯ごうでタケノコごはんに
ちょう戦したら、いがいにじょうずにできました。
同時にもうそう竹を二つわりにして、流しソウメン
もやりました。はじめての子もいたのでうまくソウ
メンをつかめずにふんとうしていましたが、すぐに
じょうずに食べられるようになったようでした。
　午後からは、アスレチック広場のある公園に行き、
夕方まで思うぞんぶん遊び、なんだかとても夏のに
おいを感じた一日でした。
　ことしは、団のキャンプの
ほかに地区のキャンポリーも
ある予定なので、いまからと
ても楽しみです。ボーイスカ
ウトの活動は、やっぱり夏の
野外活動がいちばん楽しいと
思います。

　月の輪スカウトが入隊してから最初の隊集会があ
りました。今回の活動は「ハイキング」、テーマは「仲
間意識」です。
　駿府公園に集合、セレモニーの後隊長からミッ
ションを渡されました。[葵タワーの高さを計測せよ]
僕達はスカウトハンドブックに 5 円玉をぶら下げて
あり、それと渡された地図から計測しました。
　ハイキング中にはいくつかの関門があります。三
角方を使って距離を出したり、スカウトペースで移
動するなどの技能を盛り込んだハイキングでした。
　班集会ではあまり人数が集まらず、特に新入スカ
ウトが全員居なかったので心配でした。でも、休ん
だスカウトはやり方などをそれぞれで調べてきてく
れて、活動はスムーズにできました。ミッションの

答えは間違っていても、最初の活
動で団結する事ができました。
　この隊集会で僕達のオオカミ班が
優秀班になれました。これからもた
くさんの優秀章をゲットして、団結
力のある班にしていきたいです。

魚を釣ったよ
磐田地区　磐田第7団　ボーイ隊　矢野　杏華

夏のにおいがした一日
御殿場･小山地区 御殿場第5団 ボーイ隊 小林 涼子・小林 涼音

今年度最初の隊集会
静岡地区　静岡第22団　ボーイ隊　大場皐太郎

　5 月 4 日～ 6 日の二泊三日で、隊の仲間 3 人で京
都へ冒険旅行に行きました。
　今回の活動は、現地での行動予定や移動手段、宿
泊場所なども自分たちで調べ、計画したので、始まっ
た当初は上手くいくか不安でいっぱいでしたが、行
程が進むにつれてだんだんと楽しくなり、帰宅した

冒険旅行を終えて
富士地区　富士第9団　ベンチャー隊　和田葉瑠香

ました。これからも次の進
級科目の菊章をとれるよう
にがんばります。また、下
級生のみんなから慕われる
班長であり手本となる先輩
スカウトになるように努め
ていきたいです。
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ときには終わってしまったのが残念なくらい、充実
した 3 日間でした。
　旅行では、清水寺や伏見稲荷大社をはじめたくさ
んの寺院や神社を訪れましたが、どの場所も私たち
が普段生活している場所とは少し空気が違い、時を
越えて受け継がれる日本の歴史や伝統を肌で感じる
ことができました。また、観光するだけではなく、
道中で出会った人との交流も楽しかったです。今回
宿泊したのはユースホステルだったので、オーナー
の方におすすめの飲食店を教えて頂いたり、交流ス
ペースで居合わせたカメラマニアの方に珍しいカメ
ラで写真を撮って頂いたりと、普通の旅行ではでき
ない体験ができました。また、触れ合った人の中に
はボーイスカウトのことを知っている人も何人かお
り、嬉しさと共に、ボーイスカウトとして活動して
いることに誇りを感じました。
　今回の旅行は、指導者の方や頼れる大人がいない
中で、計画通りに進まなかったり、予想外のアクシ
デントが起こったりして、困ることもありましたが、
その都度仲間と協力して乗り越え、無事に旅行を終
えることができまし
た。この活動で得た
反省を、これからの
スカウト活動に生か
していきたいと思い
ます。

地区合同野舎営に参加
清水地区 清水第 12 団 ボーイ隊隊長  出口 隆一

　5 月 13・14 日に、「清水地区のボーイスカウトが
一堂に会し、日ごろ自隊では体験できないスカウト
キャンプを楽しもう！」を目的とした清水地区合同
野舎営（ＢＳは野営）が実施されました。自隊スカ
ウトの参加者はいませんでしたが、私はＢＳ隊の
スタッフとして参加しました。
　会場は、5 月 20 日に県下でもっと早い鮎釣り解
禁日を迎える興津川に隣接する、自然豊かな市営野
営場です。初日は朝からの雨模様で、11 時の集合
時間の頃には大雨となり、興津川も増水し野営大丈
夫？の状況でした。天気予報は午後から回復傾向で

明日は晴れの予報。そんな中、徐々に小降りとなり、
天気予報を信じて設営開始の指示が出されました。
今回の行事に当たっては、2 回の指導者会議、現地
下見、スカウト事前集会と万全を期しての開催でし
たので、スカウト＆指導者先ずは一安心。
　2 日目は予報通りの晴れで、メインプログラムは
ハイキング。昨日の雨でコースに危険が生じていな
いかスタッフ 2 名でコース確認に出かけました。滑
りやすい登りの箇所でも通行可能。往復 30 分、朝
食前のややハードな運動となりました。
　6 年生隊員が多く、スカウトにとってはややきつ
い野営だったと思いますが、隊運営隊長が見せてく
れた班活動振り返りシートには、色々な体験・習得
ができて良かったとの感想。
　ハラハラする場面もありましたが、天気も回復し
結果的には大成功。
　古希を迎えましたが、スタッフとして少しは貢献
できたかなと感じた合同野営でした。

冬季訓練（スキー）
三島地区 三島第 5 団 カブ隊デンリーダー  野口 千景

　デンリーダーをやらせていただいて一年目、冬季
訓練に初めて参加しました。
　私の担当は初級コースの補助。スキー未経験のス
カウト二名と慎重派のスカウト一名を見守る事でし
た。慎重派のスカウトはスキー経験者ということも
ありすぐ上手になりました。初心者の二人は転んで
ばかりでふもとまでなかなかたどり着けませんでし
た。時間が経つにつれ、寒さと疲れで外れたスキー
板をつける事もままならない様子でしたが、団委員
長や隊長はそれを優しく手助けし何度も滑らせてい
ました。
　その内初心者の二人もだいぶ上手になり、ふもと
まで一度も転ばずに来て止まる事ができるようにな
りました。その時のスカウトの真剣な表情を私は一
生忘れないと思います。子供達もまたこの日の事を
忘れないと思います。
　初級コースに限らず、辛抱強くあたたかく丁寧に
スカウト達を指導していた団委員長や隊長副長達を見
て、子供に接する
時大切な事は何な
のかを学ばせてい
ただいた気がしま
す。ありがとうご
ざいました。



12 たちばな (第 148 号 ) 平成 29 年 7 月

春はど〜こだ
浜松東地区 浜松第 15 団 ビーバー隊隊長  海野 成夫

沼津第19団は小さなジャンボリー会場？？
沼駿地区 沼津第 19 団 団委員長  中山 　淳

ボーイスカウト活動について思うこと
掛川 ･ 袋井地区 浅羽第 1 団 団委員長  川上 廣司

　3 月の終わりに団ハウスの周辺にて 5㎞の行程を
散策しました。
　今年の春は少し寒く、まだ、桜は咲いておらず、
上着をはおって歩きました。途中でキムスやけんけ
んをしながら楽しく進みましたが、
　後半疲れて、休み休み馬込川の土手をゆっくり歩
いていると、きれいに咲いた水仙や黄色が鮮やかな
菜の花が励してくれて、最後までみんなで歩くこと
ができました。
　終わりにこのハイキングが最後となるビッグビー
バーに終了証と記念品を渡たしました。

　当団では長年年２回体験入隊を行っているため、
地域の幼稚園、保育園、小学校ではチラシ配布も快
く受けて下さり、数は少ないですが追加登録者があ
ります。
　そんな中スカウトの紹介で帰国子女が入団したこ
とから、英語・日本語が飛び交うようになりました。
そのスカウトは英語での教育を主としている学校に
通学しているのですが、友達を誘い合いどんどん増
えていきました。保護者も含めると３～４カ国の人
がいます。その保護者の中にイギリスでスカウトと
して活動していた人がいましたので、即研修所を勧
め指導者になってもらいました。
　スカウトの様子を見ていると、英語で話していた
かと思うと振り返って日本語を話す。まさにバイリ
ンガルなスカウトが多いのです。当然ながら、英語
がわからないスカウトが多いですから「英語わから
ない！日本語で話してよ」となる場面もあります。
キャンプファイヤーでのスタンツでもボーイ隊は英
語の歌を歌ったりしています。
　これからは大いに世界に羽ばたいていってほしい
ですし、国際社会の一員としてボーイスカウト活動
に貢献してほしいと思っています。この環境を十分
に生かし英語が話せるようになりたいものですが、
大人はなかなかむずかしいですね。（笑）

　ボーイスカウト浅羽第 1 団は、平成 4 年 4 月 1 日
に袋井第 3 団を分封して以来、今日まで活動してま
いりました。その間、大勢の子供達が成人となり、
現在社会で活躍しております。ボーイスカウト活動
で学んだ精神は、きっと身について社会生活をする
上で役立っていると思います。
　私はボーイスカウト活動に携わって以来 25 年が
経過しました。最初の頃は、ただ子供を隊長に預け
て隊活動が終了する頃子供を迎えに行くだけでした。

「これではいけない」と、思い 52 歳の時、ボーイ
隊の隊長資格を取りに朝霧野外活動センターに行き
ました。資格を取りに来た人の内では 52 歳の人は
私ともう 2 人いてあとは若い人ばかりでした。何と
か 4 日間の過程を終了しました。その後は、ボーイ
隊の副長として隊長を補佐し、ボーイ隊の活動をし
てまいりました。
　現在、団委員長として、団を運営発展させる立場
にありますが、募集広告を出しても子供達が入団し
てこないことで悩んでおります。
　子供達の心と体の成長にとってとても良い活動

なのに理解されないのはど
うしたことだろうかと思う
とともに、今迄は積極的に
勧誘活動をするのではなく、
親や子供達が来るのを待っ
ていたような消極な態度で
はなかったかと反省してい
る次第です。
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友
情
章

氏　　名 地 区 所　　属

田 中 凛 太 郎 浜 松 東 浜 松 第 ６ 団 B V S

内 山 湊 士 郎 浜 松 東 浜 松 第 ６ 団 C S

枝 元 　 宥 樹 浜 松 東 浜 松 第 ６ 団 B V S

山 崎 　 　 新 浜 松 東 浜 松 第 ６ 団 B V S

小 笠 原 琉 華 浜 松 浜松第 12 団 B S

植 田 　 英 志 島 田 御前崎第１団 C S

加 藤 　 明 歩 富 士 富 士 第 ２ 団 B V S

三 枝 　 雅 之 富 士 富士第 11 団 B V S

山 田　 雄 太 富 士 富士第 11 団 B V S

原 田 　 煌 己 富 士 富士第 11 団 C S

井 口 　 寛 之 富 士 富士第 11 団 C S

山 田 　 航 平 富 士 富士第 11 団 C S

廣 野 ま い あ 御 殿 場
小 山 御殿場第６団 C S

淺 田 　 伶 花 三 島 三 島 第 ５ 団 B V S

花 村 　 星 良 浜 松 東 浜松第 15 団 B V S

鈴 木 　 絢 大 浜 松 東 浜松第 15 団 B V S

松 本 　 悠 成 富 士 富 士 第 ８ 団 B V S

藤 田 虎 太 朗 富 士 富 士 第 ８ 団 B V S

池 谷 　 仁 美 静 岡 静岡第 27 団 B S

谷 本 　 泰 空 静 岡 静岡第 27 団 C S

渡 辺 　 　 快 静 岡 静岡第 27 団 C S

氏　　名 地 区 所　　属

大 森 　 太 陽 静 岡 静岡第 27 団 C S

金 丸 　 　 環 静 岡 静岡第 22 団 B S

落 合 　 彦 磨 静 岡 静岡第 22 団 C S

竹 内 　 祐 生 富 士 宮 富士宮第５団 B V S

安 田 　 悠 芽 富 士 宮 富士宮第５団 C S

白 鳥 　 　 匠 清 水 清水第 19 団 B S

岡 村 　 吏 人 清 水 清水第 19 団 B S

入 月 　 龍 輝 清 水 清水第 19 団 B S

内 藤 　 翔 也 清 水 清水第 19 団 B S

野 寄 　 航 佑 清 水 清水第 19 団 C S

川 井 　 彩 羽 浜 松 浜松第 12 団 B S

小 宮 山 凌 空 御 殿 場
小 山 小山第４団 C S

渡 辺 　 蒼 太 御 殿 場
小 山 小山第４団 C S

田 村 　 菜 月 沼 駿 沼津第４団 C S

高 橋 　 　 優 沼 駿 沼津第４団 C S

吉 村 莉 乃 彩 島 田 島田第２団 C S

杉 村 　 風 花 島 田 島田第２団 B V S

桜 井 　 虹 珀 島 田 島 田 第 ２ 団 B V S

林 　 じ ゅ ら 島 田 島田第２団 B V S

松 本 　 琉 生 島 田 島田第２団 B V S

佐 藤 　 惺 歩 富 士 富士第 14 団 C S

おめでとう！！42名の仲間が友情章を授与されました。
「友情章」は、君の友だちに「スカウトになろうよ！」と言って、

友達がスカウトに入るともらえる章です。
記念品はネームプレートがもらえるよ。次は君が友達を紹介して「友情章」をゲットしよう！
平成29年6月度「友情章」顕彰者名簿　　　　　　　　　組織拡充委員会
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8岳南朝日新聞 平成29年4月4日㈫ 掲載

8岳陽新聞 平成29年3月17日㈮ 掲載

8中日新聞・静岡版
　平成29年3月22日㈬ 掲載

4伊豆日日新聞
　平成29年4月12日㈬ 掲載

8伊豆新聞
　平成29年5月31日㈬ 掲載

マスコミマスコミコーナーコーナー
マスコミ（新聞・雑誌）に掲載された“スカウト活動の記事”を紹介します。

－14－－14－ －15－－15－
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8岳南朝日新聞 平成29年4月4日㈫ 掲載

8岳陽新聞 平成29年3月17日㈮ 掲載

8中日新聞・静岡版
　平成29年3月22日㈬ 掲載

4伊豆日日新聞
　平成29年4月12日㈬ 掲載

8伊豆新聞
　平成29年5月31日㈬ 掲載

マスコミマスコミコーナーコーナー
マスコミ（新聞・雑誌）に掲載された“スカウト活動の記事”を紹介します。

－14－－14－ －15－－15－
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広 報

発 行 所

編集責任者
印 刷

発 行 部 数

一般社団法人 日本ボーイスカウト静岡県連盟
〒420-0068　静岡県静岡市葵区田町 1-70-1
　　　　　　県青少年会館内
　　　　　　TEL054 − 255 − 6185  FAX054 − 255 − 6186
　　　　　　http://bs-shizuoka.com
組織拡充・広報委員長　土山　惟之
三 富 印 刷 株 式 会 社
静岡県浜松市東区上新屋町 30-1　TEL053 − 467 − 4678

5,285 部

2019 年 7 月

ボーイスカウトへのお問い合せ・入隊希望は
ボーイスカウト静岡県連盟事務局（薀 054-255-6185）まで

ホームページもご覧ください。http://bs-shizuoka.com

編 集 日 記

お し ら せ コ ー ナ ー

団委員研修所　静岡第２５期
●期　間：平成２９年９月１６日（土）～１８日（月）　２泊３日　舎営
●場　所：国立中央青少年交流の家（御殿場市）
●申込み：８月３０日（土）まで

ウッドバッジ研修所スカウトコース　静岡第３期
●期　間：平成２９年１０月６日（金）～９日（月）　３泊４日　テント泊
●場　所：ボーイスカウト浜松太田山野営場
●申込み：９月１０日（日）まで

ウッドバッジ研修所課程別研修　静岡第３回
●期　間：平成２９年１０月２２日（日）　１日型
●場　所：静岡県青少年会館
●申込み：１０月１２日（木）まで

　「ボーイスカウト活動の魅力は『楽しいから！』」。県連総
会の懇親会で村松新理事長は簡潔明瞭にスピーチされ
ました。広報の役割はまさにその『楽しさ』を伝えていくこと
にあると思います。
　今後とも皆さまのご支援・ご協力よろしくお願いします。
　　　　　　　　広報「たちばな」編集部　杉山文朗


